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■北上小学校区 第１回きずなづくりトークの意見概要と方向性 

テーマ「子どもの健全育成と高齢者の安心できる地域づくりについて」（※●は市長発言） 

     ５月３０日 北上文化プラザ 

発言者 現況・課題 対応策・要望 

◆第 1部「地域座談会」 

徳倉第 5 

自治会 

 

 

○子どもは地域の宝事業について、現在 11

名中 7 名が名乗り出ている。できれば全

員対象に行い地域として応援したい。 

○特に年寄りが不安ということはない。 

○高齢者は多くの経験と知識があるが、活

かせる環境に無いのが課題。 

○子どもは地域の宝事業につい

て、自治会に子どもの情報を教

えてほしい。 

○たとえば老人会で花いっぱい事

業に取り組むなど、テーマを示

すのはどうか。 

徳倉第 6 

町内会 

 

○今年は子ども会中心にやりたい。 

○シニアクラブの会員が少ない。1人ずつ声

かけして現在 30名以上になった。会員と

声かけや見守りを重点的に行いたい。 

○子どもの健全育成の名簿が自治

会の対象外の地域も入っている

ので見直して欲しい。 

 

萩町内会  

 

 

○お祭り・どんど焼きなど、子ども会が主

体で町内会が応援する形で行っている。 

○親が手をかけすぎると子どもの自主性が

薄れてくる。勉強やゲームばかりではな

く、コミュニケーションがとれることが

大事。 

○萩で水路掃除をしている。ある地区は 70

歳以上免除となっているが、70歳以上が

どんどん増えてきて、その地区の環境整

備が難しくなっている。高齢化の環境整

備に対する影響が課題だと思う。 

○公民館などで高齢者の趣味を活

かした芸術祭などやったら高齢

者も元気になるのではないか。 

○高齢者が集まる場所を作る。 

○町内会とは別組織で意思を表す

場所があるといい。 

萩自主防災会 

 

 

○日本で高齢者が安心できる場所はない。 

○1人暮らしなので、いつ倒れるかわからな

い不安がある。 

○痴呆や動けない場合もある。高齢者が安

心できるまちづくりは難しい。 

○高齢者に関してはシニアクラブ

の活動を充実させる、1 人暮ら

しの見守りという二つの課題が

ある。（ファシリテーター） 

 ◇芙蓉台の取組について 

老人クラブ 

 

 

○芙蓉台は 75歳以上の方が 360人ほど、独

居老人は推測で 100軒ほどある。 

○シニアクラブには約 90人参加。ダンス、

コーラス、フラダンス、詩吟など 8 つあ

り、公民館で活動している。非常に活発。 

○ボランティアの福祉部がある。15～6 年

前から、月に一度食事会を行っている。

○高齢者の見守りのキーパーソン

として、民生委員、フォーカス

の方がいる。（ファシリテータ

ー） 

○ピンポイントで情報を知らせて

くれることでネットワークが出

来、地域に情報を広げていく。
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市職員、北上小・中学校の先生も参加。 

○民生委員が自治会と話をして、支援ボラ

ンティア、あるいはフォーカス、または

市など、ケース別に振り分けている。 

○毎月の会議には必ず自治会長と民生委員

が参加。高齢者の問題をチェックしなが

ら支援ボランティアでやる、行政でやる

のかなど協議している。 

○食事会をきっかけに芙蓉会に入り元気に

活動されている方がいる。 

○小学校中学校と連携し、色々な活動を通

してふれあいが出来ている。 

○中学生の支援ボランティアが 6 名登録さ

れているので今年中に 10名か 15名にし

たい。 

○自治会の行事には必ず中学生のボランテ

ィアが入ってくれる。年々増えている。 

○基礎は8年前から始めたスクールガード。 

○高齢者は 100％の安心はできない。最大

限どこまで自分たちで出来るかというこ

と。 

連携が非常に重要。（ファシリテ

ーター） 

○小中学校との連携の重要。スク

ールガードなど、お互いがお互

いを助け合っている関係が、地

域のきずなづくり、子どもの健

全育成にもつながるのではない

か。（ファシリテーター） 

 

民生委員 

 

○芙蓉台 3丁目の担当をしている。 

○民生委員は見守りをしている。 

○きっかけ作りとして、月一回の食事会、

活発な公民館活動がある。福祉部が全面

的に支えてくれている。 

○地域で高齢になってもひきこも

らないように援助しているの

で、民生委員に声をかけて欲し

い。 

老人クラブ 

 

○地域の自治会行事すべてに参加してい

る。子ども、親と面識が増えた。そのよ

うな老人クラブでないと新しい方は入っ

てこない。 

○北上地区全体で昔 14クラブあったが、今

は 8クラブ。 

○自治会を通して、子ども会と輪投げ大会、

餅つきなど行っている。 

○これからは民生委員と話し合い

の場を持つようにしたい。 

○民生委員と知り合いになるのが

最初かもしれない。（ファシリテ

ーター） 

 

 ◇小学生・中学生と地域のふれあいについて 

北上中学校 

 

○四月から赴任している。この地域は非常

につながりが深いと思う。 

○先月、中学校で地域連携連絡評議会を開

いた。校区の各町内会長に集まってもら

○市の事業で、学校地域支援事業

本部を立ち上げる。地域の人に

学校の支援をしてもらい、中学

校も地域に貢献していく。 
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い、どうしたら中学生が地域とのつなが

りを持てるかという話し合いを行った。 

○スクールガード、学習支援ボランティア、

読み聞かせボランティア、体育大会でシ

ニアクラブの方に来て頂くなど、色々な

行事で子どもとのつながりを持ってい

る。 

○挨拶がコミュニケーションを作るきっか

けになっている。 

北上小学校 

ＰＴＡ 

 

○子どもはスクールガードとの信頼関係が

出来ている。 

○子どもが安心できる地域づくりが健全育

成につながる。北上小校区はとてもいい

関係が築けている。 

○現役世代が少ない。保護者はな

かなか参加できない。子どもを

持つ家庭とコミュニケーション

をもち、こういう場で子育て世

代の意見を伝えて欲しい。 

北上小学校 

 

○スクールガードさんに登下校でお世話に

なっている。 

○単に安全な見守りをするのではなく、挨

拶や声の掛け合いがあったり、高校生の

声かけがあったりと長年のきずながあ

る。 

○小学校の勉強で、地域の方に昔の遊びを

教えてもらう、野菜作りを教えてもらう

などのふれあいがある。来てくれたお年

寄りも楽しそう。地域の方にお世話にな

った経験があると地域を大事にする。 

 

北上中学校 

ＰＴＡ 

 

○スクールガードの存在が大きい。 

○ＰＴＡは学校の応援団の立場。先生は大

変なので地域と学校をむすびつける潤滑

油のような存在になれたらと思う。 

○なかなか情報が回ってこない。ボランテ

ィアに中学生が登録していることや、ど

うやったら入れるかなども知らない。 

 

 

 

 

○ＰＴＡから文章を出して中学生

の参加を促せるのでもっと活用

して欲しい。 

子ども会 

 

○年間行事で、お祭り、運動会、どんど焼

きなど交流の場がたくさんある。 

 

 ◇これからの課題について 

スポーツ推進

委員 

 

○みなさんにはさらに発展させるために課

題を挙げて欲しい。 

○テーマが難しい。健全育成、安心などを

もう少し打ち砕いて欲しい。 

○健全育成、安心がどういったも

のか、地域の中で考えて皆さん

で意見を共有してほしい。 

（ファシリテーター） 
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徳倉第 5 

自治会 

 

○北上には子どもの健全育成会があるが何

をしているかわからない 

 

スポーツ推進

委員 

 

○全体の形の体系図が出来ていない。地域

の中で決まっていること、行政で決まっ

ていることなどを明確にすればすぐ分か

る。 

○新しい役員にこの地域の体系図

はこうなっていると示すのが第

一歩。 

老人クラブ ○健全育成はどうしたらいいのかなどは、

自分たちで考えてやること。自分たちで

仲間を集めてスタートすれば結果はつい

てくる。 

○きずなづくりの活動が出来つつ

あるが、見える形になっていな

い。 

○北上地区の健全育成とは何なの

か、安心できる地域とは何なの

か、意識の共有をしていくこと

が必要かと思う。 

（ファシリテーター） 

▼第 2部「市長との意見交換会」 

市長 

 

●子どもは地域の宝事業は、孤立する子育

て家庭に町内デビューしてもらうために

始めた。虐待防止の意味もある。 

●個人情報の保護の問題があり、なかなか

情報は開示できない。どこに誰がいるか

など地域の中で情報を共有して欲しい。 

●三島市の 75 歳以上の方は 12600 人、人

口が 11万 3000人なので 1割を超えてい

る。 

●見守り体制については新聞販売店や郵便

局と協定を結んでいる。 

●23年度孤立死 25人、24年度は警察が発

表していない。 

●登下校の見守りはスクールガードさんが

頑張ってくれている。 

●老人クラブはどんどん減っている。 

●町内で高齢者の見守り方を考え

てほしい。 

●災害時、要援護者、高齢の方、

障害のある方をどうするかが課

題。 

 

民生委員 

 

○主任児童委員になって 12 年だがほとん

ど連絡はこない。暇なのはいいこと。 

○スクールガードが子どもと信頼関係があ

るのはうらやましい。 

○会合に入れたらもっと地域に貢

献できるのではないか。 

 

民生委員 

 

○要援護者の調査に回ったとき、すごく暗

かった方がボランティアで学校に行き、

中国語、漢字を教えている。大変明るく

○退職者が自分の特技や知識を学

校で活かすことが出来ないか。

子どもたちと退職者のつながり
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なっていた。 

○ただのシニアクラブでない方法をとって

欲しい。 

 

ができる。 

●中学校長からも話があったが、

学校支援地域本部という地域の

人が学校をサポートする組織を

中学校で作っていこうと検討し

ている。 

北上中学校 

 

 

○社会教育課の方に来ていただいて、話を

してもらった。 

 

○学校に地域コーディネーターに

入ってもらって、地域とのパイ

プ役になってもらう。教員は数

年で異動になるが地域の方だと

顔つなぎ役になるので太いきず

なが出来る。 

北上中学校 

ＰＴＡ 

 

 

○会を重ねることでわかってくることも多

いので、活動していくことが何よりも大

事だと思う。 

○役員は 2 年で終わるが、ＯＢ会みたいな

形で何かしら携わって行きたい。 

●親父の会を発展させていくとサ

ポート体制が出来あがってい

く。 

 

市長 

 

●昨年要援護者台帳作りを行った。1200人

余が要救助、高齢一人暮らし調査あわせ

て 2800人のリストが出来ている。 

●リストを取りに来ていただいた

時に笛を渡している。防災訓練時

に実際に吹いて欲しい。 

 ◇災害弱者に関する芙蓉台の取組 

老人会 

 

○平成 20年、行方不明者が出たことをきっ

かけに行方不明者のマニュアルを作成。

平成 21 年準備委員会をたて防災マニュ

アルを作成。 

○平成 22年スタート時は、個人情報保護の

点で自治会長と民生委員が一緒に回って

要援護者の登録をした。最初は 17名だっ

たが今は 38名になっている。 

○ボランティアの数が中学生を入れて 66

名。 

○今年から民生委員と自治会長の推薦で登

録する仕組みにした。 

○震度 5 以上の場合、各 5 グループが安否

確認をし、救助が必要な場合は本部に連

絡する。 

○月一回事務局会議を行い、色々な想定を

して、担架や黄色いリボンの用意などし

ている。 

●市内の全自治会のモデルにな

る。 

●大災害時救急車は来ない。救助

するのは自主防災会の役割。 

●大丈夫な時は黄色いリボンを掲

げる。普段から意識して欲しい。 

●三恵台の大西たん君が素晴らし

い作文を書いている。ぜひ見て

いただきたい。 
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○一歩一歩進めていく。一朝一旦では出来

ない。 

消防団 

 

 

○防災訓練に参加する人数が非常に多い。

中身がどうこうではなく住民の意識が高

い。このまま続けてくれるともう一歩進

むのではないかと思う。 

○第 4 分団フェスティバルで八乙女会に手

伝っていただき、きずなが深まったのが

良かった。 

○消防団も防災訓練や地域の行事

に積極的に参加することでつな

がりをもちたい。 

 

体育振興会 

 

 

○運動会は少子高齢化でプログラム作りに

は苦労している。新しいものを取り入れ

るのは難しい。小学生は親と一緒に参加

してくれる。 

○できれば運動会の運営等に中学

生の参加をお願いしたい。 

●運動会の目的は健康づくりとき

ずなづくりがある。 

●北上方面は子ども会活動が活

発。地域の力を借りて、ぜひが

んばって欲しい。 

北上中学校 

 

 

○学校ではなるべく地域の行事に参加する

よう指導している。 

●大人と接する機会が多いと子どもの健全

育成になると思う。 

○今年の 1年生は総合の時間にＡ

ＥＤや心配蘇生の方法など学

ぶ。防災訓練で活かせると思う。 

 

徳倉第 6 

町内会 

○スクールガードは腕章、ジャンパー、帽

子がそろっている。それを見て子どもは

安心する。日頃からの声かけが大事。 

●徳倉小学校区ではみんなで挨拶

していこうという話があった。 

 

萩町内会 

 

○萩ではスクールガードのメンバーは多い

が順調に活動できていない部分もある。 

○早起きが楽しいという方も何人

かいる。発展できたらいい。 

民生委員 

 

○徳倉 5 丁目はまだ芙蓉台の取組までいっ

ていない。1 人住まいを訪問すると、生

きがいを持っている人もいるが孤立して

いる人もいる。 

○裾野に 1 人暮らしの方を訪問して話を聞

くボランティアがある。民生委員も話を

聞いてあげられたらと思う。 

●お話を聞くボランティアは、実

際にやっている方もいる。 

●中央町には街中ほっとサロンが

ある。紹介してもらう、あるい

は市内の方に呼びかけるなどの

活動をしてみたらどうか。民生

委員で検討して欲しい。 

北上小学校 

ＰＴＡ 

 

○あさって運動会があるが行政の力でトイ

レが整備された。 

 

●北上中学には今年柔剣道場が出

来た。活用して欲しい。 

 

 


